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第３－４－６図 年齢階級別にみた雇用者比率の推移 

【 男性 】 【 女性 】
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  以上の状況を踏まえつつ、将来の雇用者比率は、出生率の将来推計に用い

られるコーホート要因法を用いて設定することとされた。設定方法のイメー

ジを第３－４－７図に示している。コーホート（生まれ年）毎に年齢別の雇

用者比率をみると、どのコーホートでも年齢が上がるにつれて徐々に割合が

低下していき、特に 60 歳近くになると急激に低下する傾向がある。また、若

いコーホートほど割合が高くなっている。この傾向を用いて、若い世代にお

いて年齢とともに割合が低下する度合いが、それより年上の世代において低

下している度合いと同じであるとして、若い世代における雇用者比率を延長

推計するものである。具体的には、平成 19(2007)年の実績値を足元にして、

あるコーホート（t 年に x 歳の世代）が x 歳から(x+1)歳に歳を１つとる間の

雇用者比率の変化が、過去５年間の当該変化率の平均になると仮定して、以

下のような計算式で算出された。 

 

                  Ｅ：就業者に対する雇用者の割合 

                  ｘ：年齢、ｔ：年 

 

 

  また、60 歳以上の男性については、就業率が現在の水準よりも高まる分、

雇用者比率が高まることが仮定されている。 
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